
 
  

  
 

 

 

 

 

 

 

 

○第８７回勉強会では、商業施設の魅力向上に向けて 

再開発事業の中でどういった展開が考えられるのか 

についてＵＲ都市機構から提案があり、まちづくり 

のイメージの共有化を図りました。 
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第８6 回勉強会（5/19）の報告 

5 月 19 日に協議会通常総会と第 86 回勉強会

が開催されました。勉強会では、これまでの勉強

会における商業施設の魅力向上に向けた検討の振

り返りとまとめを行いました。 

 

 
三鷹阿波おどり 五十周年 

恒例の三鷹阿波おどりが 8 月 20 日に開催さ

れました。 

 今年は五十周年という記念の年なので、再開

発対象地区内のさくら通り駐車場に特設会場が

設けられ、ステージでの歌や阿波おどり、また

模擬店の出店もありました。 

 19 日は生憎の雨模様で中止となりましたが、

20 日は天気も回復し、熱気溢れるパフォーマン

スが展開されました。 

 その活気に触れると、50 年の積み重ねを持つ

イベントはまちの活性化のための重要な資源で

あると改めて感じました。 

 

    

▲三鷹阿波おどり 五十周年記念特設会場 

▼三鷹阿波おどり 中央通り 

 

 

▼Ｍ-マルシェ（６/２５）での「みちあそび」の様子 

 
Ｍ-マルシェについて 

中央通り商店会が主催し毎月第 4 日曜日に開

催されているＭ-マルシェは、回を重ねるごとに

認知度も高まり活況のようです。 

再開発事業と周辺商店会との連携も重要なテ

ーマです。 

関係者にお話をお伺いしたところ、今年は週

末が雨になることが多く、屋根のある空間が欲

しいという声も聞かれました。 

 

 


